
発
行

：
川

崎
市

総
務

企
画

局
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
推

進
室

　
〒

210 -8577  川
崎

市
川

崎
区

宮
本

町
１

番
地

　
TEL 044 -200 -3717　

FAX 044 -200 -3915　
2023（

令
和

５
）年

３
月

発
行

裏面で
は

川崎区
を

ぶら歩
き！

川崎市市制100周年記念

７区の歴史を振り返る
2024年、川崎市は市制100周年をむかえます。
その歴史を知るため、川崎市7区をぶらりと歩いてみました。
それぞれの区の昔の写真を手に、歩いて、見て、聞いて、感じて、発見したこと。
それは今に至る100年の発展の理由でした。
あなたの住んでいるまちの昔を知っていますか？
過去にはこれからの100年先の未来を考えるヒントが、きっとあるはずです。

特設サイト
https: //www.city.kawasaki.jp /
170 /page/0000147126.html
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川
崎
駅
前
に
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
む

沖
縄
の
魔
除
け
の
石
碑

　

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年

に
再
整
備
が
完
了
し
た
Ｊ
Ｒ

川
崎
駅
の
東
口
広
場
。
そ
の

一
角
に
、
人
の
背
丈
く
ら
い

の
石
碑
を
見
つ
け
た
。
朝
の

ラ
ッ
シ
ュ
時
、
そ
の
前
で
足

を
止
め
る
人
は
な
く
、
皆
、

せ
わ
し
な
く
移
動
し
て
い
る

が
、
な
か
な
か
ど
う
し
て
立

派
な
作
り
で
は
な
い
か
。

　

表
に
は
「
石い

し
が
ん
と
う

敢
當
」
と
い
う
３
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
な
に
？　

石
碑
の
裏
に
記
さ
れ
て
い
る
由
来
に
よ
る

と
、
１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年
９
月
、
宮
古
島
を
は
じ
め
と
し

た
沖
縄
諸
島
が
複
数
回
の
台
風
に
襲
わ
れ
大
き
な
被
害
を
受
け

た
際
に
、
川
崎
市
は
積
極
的
な
救
援
活
動
を
行
っ
た
。
そ
れ
に

対
す
る
礼
と
し
て
、
宮
古
島
か
ら
贈
ら
れ
た
と
い
う
。
川
崎
区

役
所
の
久
保
寺
勝
行
さ
ん
が
説
明
し
て
く
れ
た
。

「
石
敢
當
は
古
来
か
ら
沖
縄
で
魔
除
け
と
し
て
置
か
れ
る
石
碑

で
す
。
近
代
以
降
川
崎
と
沖
縄
は
結
び
つ
き
が
強
く
、
沖
縄
出

身
の
移
住
者
が
多
い
の
で
す
」

　

大
正
時
代
、
現
在
、
川
崎
競
馬
場
の
あ
る
場
所
に
富ふ

じ

が

す

士
瓦
斯

川崎
区トリビア

京浜急行といえば泉岳寺と浦賀を結ぶ本線のイメージが強いが、最も古い路線は大師線。
1899（明治32）年の開通（当時は大師電気鉄道）で、電車としては日本で３番目に古い。

京急のはじまりは？
工業地帯のイメージが強いが、遠浅で豊穣な海で海苔の養殖が盛んだった時期もあった。
1934（昭和９）年頃は、400世帯の漁師のほか、出稼ぎの人も手伝いに来ていた。

川崎が海苔の産地だった？

市
電
が
通
っ
た
跡
を
た
ど
っ
て
み
た
。
駅
東
口
か
ら
伸
び
る
市

電
通
り
は
、
産
業
道
路
（
東
京
大
師
横
浜
線
）
と
交
差
す
る
。

そ
の
先
に
高
度
経
済
成
長
を
支
え
た
工
業
地
帯
が
あ
っ
た
。

　

工
場
で
働
い
て
い
た
人
た
ち
は
、
国
内
出
身
者
だ
け
で
は
な

か
っ
た
。

「
朝
鮮
半
島
か
ら
移
り
住
ん
だ
方
も
多
く
、
大
島
四
ツ
角
か
ら

産
業
道
路
ま
で
の
通
り
を
中
心
と
し
た
一
帯
は
、
焼
肉
店
や
韓

国
か
ら
輸
入
し
た
食
材
を
販
売
す
る
お
店
が
営
業
し
て
い
て
、

コ
リ
ア
タ
ウ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
」

　

と
、
川
崎
区
役
所
の
高
橋
和
仁
さ
ん
。

　

産
業
道
路
沿
い
に
あ
る
桜
川

公
園
に
は
、
市
電
の
車
体
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。
毎
日
働
く
人

た
ち
を
運
ん
だ
車
両
が
、
現
役

を
退
い
て
静
か
に
休
ん
で
い

る
。
ま
た
桜
川
公
園
に
立
ち
寄

る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、「
お
つ

か
れ
さ
ま
」
の
一
言
を
か
け
て

あ
げ
た
い
と
思
っ
た
。

市電は川崎駅東口の小川町から走り出し
た。産業道路までは今も市電通りと呼ば
れており、標識が立っている。電車は道
路の中央を走行した。
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銀
柳
街

に
ぎ
わ
っ
た
駅
前
の
商
店
街

銀
座
街
に
は
名
古
屋
城
が
あ
っ
た
？

　

駅
の
東
口
か
ら
南
東
に
向
か
う
と
、
銀
柳
街
に
出
る
。
全
長

約
２
５
０ｍ
に
約
60
店
舗
が
並
ぶ
商
店
街
。
多
数
の
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
や
、
天
窓
が
設
け
ら
れ
た
開
閉
式
ア
ー
ケ
ー
ド
が
自
慢

だ
。
戦
後
ま
も
な
い
１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年
か
ら
そ
の
翌
年

に
か
け
て
、
京
急
川
崎
駅
か
ら
か
つ
て
の
映
画
街
ま
で
３
０
０

本
ほ
ど
の
柳
の
木
が
植
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
銀
幕
の
銀
と

柳
を
合
わ
せ
て
銀
柳
街
と
名
付
け
た
と
い
う
。

　

銀
柳
街
か
ら
新
川
通
り
を
越
え
て
南
側
、
ラ 

チ
ッ
タ
デ
ッ
ラ

が
建
つ
あ
た
り
に
は
、
１
９
３
７（
昭
和
12
）
年
に
６
館
の
映

画
館
が
開
業
。
銀
映
街（
川
崎
映
画
街
）
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ

た
。
戦
災
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
が
、
戦
後
次
々
開
業
し

１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年
に
は
大
小
16
館
も
の
映
画
館
が
揃
っ

た
。
市
役
所
通
り
を
越
え
て
北
側
に
は
、
約
30
店
舗
を
擁
す
る

銀
座
街
が
あ
る
。
か
つ
て
こ
の
商
店
街
に
は
「
城
」
が
あ
っ
た
。

愛
知
ふ
と
ん
店
の
店
舗
屋
上
に
初
代
店
主
が
、
故
郷
の
名
古
屋

城
天
守
閣
を
模
し
た
５
層
の
建
築
物
を
作
っ
た
の
だ
。愛知ふとん店の初代・小林明氏は、愛

知県の豊橋出身で宮大工だった。同郷
の人々に買いに来て欲しいと願い、自
らの手で立派な「名古屋城」を造った。
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桜
川
公
園

か
つ
て
の
市
電
は

ひ
っ
そ
り
と
公
園
で
保
存
さ
れ
て

　

１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年
ま
で
、
川
崎
駅
と
臨
海
部
は
市
電

（
路
面
電
車
）
で
結
ば
れ
て
い
た
。

「
市
電
は
、
朝
晩
、
通
勤
の
労
働
者
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
ね
」

　

と
は
、タ
ク
シ
ー
の
ベ
テ
ラ
ン
運
転
手
さ
ん
。
彼
の
運
転
で
、

紡ぼ
う
せ
き績

と
い
う
会
社
の
工
場
が
あ
り
、
全
国
各
地
か
ら
女
性
た
ち

が
集
ま
り
工
員
と
し
て
働
い
て
い
た
。
そ
の
中
で
最
も
数
が
多

か
っ
た
の
が
、
沖
縄
出
身
者
だ
っ
た
そ
う
だ
。

宮古島特産のトラバーチ
ンという石が使われてい
る。戦前から沖縄と関係
が深い川崎市は、1996
（平成 8）年に那覇市と
友好都市となり、交流を
深めている。

市電は1944（昭和19）年に、小川町から渡田３丁目まで
の2.76kmが開通。1952（昭和27）年には京浜急行塩浜
駅まで延伸。公園内の展示車両は東京を走っていたもの
を1947（昭和22）年に川崎市が買い取った。

1962
2022

カラー化写真

提供：菅野泰男氏

提供：小林一三氏

川崎駅が開業したのは1872（明治５）年。左写真のように、
高度経済成長期には多くの人が市電やバスで臨海部に向
かって行った。現在の利用客数は１日平均約16万人。東
口は京急川崎駅もあり、ラッシュ時にはごったがえす。

1963
2022

カラー化写真

銀
柳
街
は
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
に
、小
売
店
な
ど
10
店
が
集
ま
っ

て
興
し
た
商
店
街
。
１
９
９
４
（
平
成
６
）
年
ア
ー
ケ
ー
ド
の
入
口

に
、
国
内
最
大
級
の
全
長
15
ｍ
も
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
ア
ー
チ
が
設

置
さ
れ
た
。 19632022

カラー化写真

提供：川崎市市民ミュージアム

提供：川崎市市民ミュージアム

川崎の
路面電車

銀柳街

朝の
川崎駅前

京浜工業地帯の中心に位置する川崎区は、日本の高度
経済成長を支えた工業の街。工場は日本各地や海外か
ら来た多くの人たちにも支えられていました。川崎市
の多様性の原点を見つけに、ぶら歩き。

川崎区はなぜ
日本の高度経済成長を
支えることができたのか？

かわさきマイスターの印刷技能士・流石栄基さんにより、昔の川崎の白黒写真20
作品をカラーで再現しました。プロジェクトはガバメントクラウドファンディング
によって実現されました。

白黒写真カラー化
プロジェクトとは

川崎区役所
まちづくり推進部

企画課

高橋和仁さん

川崎区役所
まちづくり推進部

企画課

久保寺勝行さん

銀柳街
桜川公園

川崎駅
1 2

3
市電通り

産業
道路

多摩川

かつての
賑わいの記憶が
残っています

区崎川

案内人はこちらのお二人
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川崎市市制100周年記念

７区の歴史を振り返る
2024年、川崎市は市制100周年をむかえます。
その歴史を知るため、川崎市7区をぶらりと歩いてみました。
それぞれの区の昔の写真を手に、歩いて、見て、聞いて、感じて、発見したこと。
それは今に至る100年の発展の理由でした。
あなたの住んでいるまちの昔を知っていますか？
過去にはこれからの100年先の未来を考えるヒントが、きっとあるはずです。

特設サイト
https: //www.city.kawasaki.jp /
170 /page/0000147126.html



幸区
トリビア

新幹線の自動改札機は、幸区内で設計されたものが全国シェア100％。幸区役所が開催し
た「鉄ハグ2022 ～鉄道でハグくむ幸～」での展示も、新幹線の自動改札機が目玉だった。

幸区がシェア100%？
かつて、鶴見川・矢上川あたりまでは海で、加瀬山は小島のようだった。加瀬山南東では
貝塚が発見され、人が暮らしていたと考えられる。発掘された貝の９割はハマグリだった。

加瀬山は島だった？
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加
瀬
山

築
城
を
考
え
た
太お

お

田た

道ど
う
か
ん灌

の
悪
い
夢
か
ら

夢
見
ヶ
崎
動
物
公
園
の
名
前
が
？

　

新
鶴
見
操
車
場
跡
か
ら
西

に
向
か
っ
て
、
ち
ょ
っ
と
山

登
り
。
階
段
の
段
差
の
と
こ

ろ
に
動
物
の
足
跡
マ
ー
ク
が

組
み
込
ま
れ
て
い
た
。
な
に

が
待
っ
て
い
る
の
か
ワ
ク
ワ

ク
し
な
が
ら
、
標
高
30ｍ
余

の
加
瀬
山
の
上
、
夢
見
ヶ
崎

公
園
に
到
着
。

　

か
つ
て
は
こ
こ
か
ら
東
京

湾
を
一
望
で
き
た
と
い
う
。

ビ
ル
が
建
ち
並
ぶ
現
在
は
さ

す
が
に
そ
れ
は
か
な
わ
な
い

ま
で
も
、
広
い
範
囲
を
見
渡

せ
て
気
持
ち
が
い
い
。
な
る

ほ
ど
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
ゆ
え
に
夢
見
ヶ
崎
と
い
う
素
敵
な
名
前
が

付
い
た
の
か
、
と
勝
手
に
感
心
し
て
い
た
ら
、
ま
っ
た
く
の
勘

違
い
で
あ
る
こ
と
が
判
明
。
江
戸
城
を
築
い
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
太
田
道
灌
は
、
こ
の
地
に
築
城
を
計
画
し
て
い
た
。
し
か
し

あ
る
晩
、
自
分
の
兜
を
鷲
に
持
ち
去
ら
れ
る
と
い
う
縁
起
の
良

く
な
い
夢
を
見
て
、
断
念
し
た
と
い
う
。
そ
れ
に
ち
な
ん
で
夢

見
ヶ
崎
と
命
名
し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
の
だ
。

　

太
田
道
灌
の
時
代
の
は
る
か
昔
か
ら
、
加
瀬
山
は
人
々
に
愛

さ
れ
た
よ
う
だ
。
公
園
内
に
「
加
瀬
台
古
墳
群
」
と
題
し
た
説

明
プ
レ
ー
ト
が
立
っ
て
お
り
、
古
墳
発
掘
調
査
の
様
子
の
写
真

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
分
か
っ
て
い
る
だ
け
で

も
11
も
の
古
墳
が
築
か
れ
て
い
た
。
４
世
紀
後
半
か
ら
７
世
紀

に
そ
の
使
命
を
終
え
た
。
１
９
８
４
（
昭
和
59
）
年
に
、
信
号

場
と
し
て
の
機
能
を
残
し
て
貨
物
区
は
廃
止
。
長
距
離
貨
物
列

車
の
発
着
は
あ
る
も
の
の
、
広
大
な
貨
物
区
は
更
地
と
な
っ
た
。

　

跨
線
橋
を
下
り
て
左
折
し
、
南
に
向
か
っ
て
歩
い
て
み
た
。

道
路
の
左
側
に
は
新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
群
が
、
一
方
の
右
側
に

は
一
戸
建
て
な
ど
が
並
ぶ
。
歩
く
こ
と
数
分
。
左
手
に
「
新
川

崎
・
創
造
の
も
り
」
が
見
え
て
き
た
。
２
０
０
０
（
平
成
12
）

年
に
川
崎
市
と
慶
應
義
塾
大
学
の
連
携
に
よ
り
開
校
し
た
K２

（
ケ
イ
ス
ク
エ
ア
）
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な
ど
が
あ
り
、
産
学

官
地
域
連
携
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

川
崎
市
は
今
、
緑
化
と
最
先
端
技
術
研
究
の
拠
点
と
し
て
再

開
発
を
進
め
て
お
り
、
将
来
が
楽
し
み
だ
。

後
半
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。ま
た
そ
の
う
ち
の
一
つ
、

白
山
古
墳
の
周
辺
か
ら
出
土
し
た
秋あ

き
く
さ
も
ん
つ
ぼ

草
文
壺
は
、
川
崎
市
唯
一

の
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
時
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
縄

文
〜
弥
生
時
代
。
そ
の
頃
の
貝
塚
等
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
地
域
で
縄
文
・
弥
生
時
代
か
ら
人
々
の
暮
ら
し
が
営
ま

れ
、
近
代
に
お
い
て
は
臨
海
工
業
地
帯
を
支
え
る
物
流
拠
点
と

な
っ
た
。
そ
し
て
現
在
は
、
先
端
技
術
の
拠
点
と
し
て
変
わ
り

続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
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新
鶴
見

操

場
車

跡

東
京
ド
ー
ム
17
個
分
も
あ
る

東
洋
一
の
操
車
場
跡

　

Ｊ
Ｒ
新
川
崎
駅
の
改
札
を
出
て
す
ぐ
の
鹿か

島し
ま

田だ

跨こ
せ
ん
き
ょ
う

線
橋
は
、

多
く
の
貨
物
列
車
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
人
気
の
ス
ポ
ッ
ト
。

「
金
網
越
し
に
珍
し
い
電
気
機
関
車
や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
が

見
え
る
の
で
、
撮
影
す
る
人
が
多
い
ん
で
す
よ
」

　

と
教
え
て
く
れ
た
の
は
、

幸
区
役
所
の
大
野
裕
海
子
さ

ん
。
こ
の
一
帯
に
は
か
つ
て

東
洋
一
と
う
た
わ
れ
た
新
鶴

見
操
車
場
が
あ
っ
た
。
臨
海

部
に
あ
る
工
業
地
帯
と
全
国

各
地
を
行
き
来
す
る
貨
物
列

車
操
車
の
た
め
、
１
９
２
９

（
昭
和
４
）
年
に
完
成
し
、

そ
の
面
積
は
約
80
ヘ
ク
タ
ー

ル
！　

な
ん
と
東
京
ド
ー
ム

17
個
分
も
の
広
さ
だ
っ
た
の

だ
。
最
盛
期
に
は
１
日

５
０
０
０
両
も
の
車
両
を
操

車
し
て
い
た
が
、
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
が
主
流
と
な
る
と
と
も

 

ぶ
ら
幸
区 

3

夢
見
ヶ
崎

動

公
物

園

レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
も
シ
マ
ウ
マ
も

無
料
で
会
い
に
行
け
る

　

公
園
の
先
を
奥
に
進
ん
で
い
く
と
、
目
の
前
に
現
れ
た
の
は

緑
の
ト
ン
ネ
ル
。
カ
イ
ズ
カ
イ
ブ
キ
が
数
十
ｍ
に
渡
っ
て
左
右

２
列
に
植
え
ら
れ
、
そ
の
枝
が
上
方
で
重
な
る
よ
う
に
連
な
っ

て
ト
ン
ネ
ル
を
形
成
し
て
い
る
の
だ
っ
た
。

　

童
心
に
返
っ
て
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
り
先
を
進
む
と
、
な
ん
の

前
触
れ
も
な
く
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
と
御
対
面
！　
加
瀬
山
に
は

夢
見
ヶ
崎
動
物
公
園
が
あ
る
が
、
入
場
料
無
料
の
た
め
、
特
に

出
入
り
口
も
な
い
。
気
が
付
け
ば
動
物
た
ち
の
園
舎
の
前
に
、

着
い
て
い
た
と
い
う
次
第
。

１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
に

動
物
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
た

の
が
始
ま
り
で
、
入
場
者
の

５
割
を
占
め
る
乳
幼
児
連
れ

の
家
族
に
愛
さ
れ
て
い
る
。

「
昨
年
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た

が
、
目
標
の
約
６
倍
の
寄
付

と
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
」と
大
野
さ
ん
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
、
幸
区

が
子
育
て
世
代
に
支
持
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

か
わ
さ
き
マ
イ
ス
タ
ー
の
印
刷
技
能
士
・
流
石
栄
基
さ
ん
に
よ
り
、

昔
の
川
崎
の
白
黒
写
真
20
作
品
を
カ
ラ
ー
で
再
現
し
ま
し
た
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
実

現
さ
れ
ま
し
た
。

白
黒
写
真
カ
ラ
ー
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

操車場はあまりにも広大だったために、完成後は地元住
民たちの生活に多大な影響を与えた。たとえば当時の小
倉村は地域が２分割され、東小倉と西小倉に分かれた。
両者を行き来するには、江ヶ崎・小倉・鹿島田という３
つの跨線橋を渡るしかなく、村民は大変不便だった。

1960
2022

カラー化写真

加瀬山を登りきると、長さ約750ｍ、幅約150ｍの平
坦な土地が広がる。明治時代から第二次世界大戦まで
の戦没・戦災死者を祀った慰霊塔が建つ。動物園を越
えて奥まで進むと、富士見デッキという展望台、遊具
が設置された広場もあり、親子連れが遊んでいた。

1954
2022

カラー化写真

提供：小串嘉男氏
提供：神奈川県公文書館（所蔵）

夢見ヶ崎動物公園は、
川崎市内唯一の動物
園。比較的小型の動物
が多く、子どもたちか
ら人気のシマウマやフ
ンボルトペンギン、ピ
ンクフラミンゴなど約
60種類、約400点の
動物を見学できる。入
園料無料で年中無休。

創造のもりでは、K２タ
ウンキャンパスの他、か
わさき新産業創造セン
タ ー（KBIC） が あ り、
同本館、ナノ・マイクロ
産学官共同研究施設
（NANOBIC）、産学交流・
研究開発施設（AIRBIC）
といった施設で研究が進
められている。

白山古墳周辺から発掘
された秋草文壺は、平
安時代に作られた壷。
高さ42㎝ほどで、ス
スキ、ウリ、ヤナギと
いった秋草やトンボの
文様が描かれている。
慶応義塾が所有し、東
京国立博物館に寄託さ
れている。

新鶴見
操車場

夢見ヶ崎
公園

加瀬山は縄文時代には島でした。貝塚も発見され、太
古の昔から住みやすい環境がこの地にはあったと分か
ります。現在の幸区も工場跡地の再開発などを経て、
とても人の住みやすい街になってきました。

縄文時代から
この地に人々が
暮らし続けた理由とは？

区幸

案内人はこの方

幸区役所
まちづくり推進部

企画課

大野裕海子さん

新鶴見操車場

夢見ヶ崎
動物公園

加瀬山

1

32

多摩川

子育て世代にも
暮らしやすい
幸区です
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裏面で
は

中原区
を

ぶら歩
き！

川崎市市制100周年記念

７区の歴史を振り返る
2024年、川崎市は市制100周年をむかえます。
その歴史を知るため、川崎市7区をぶらりと歩いてみました。
それぞれの区の昔の写真を手に、歩いて、見て、聞いて、感じて、発見したこと。
それは今に至る100年の発展の理由でした。
あなたの住んでいるまちの昔を知っていますか？
過去にはこれからの100年先の未来を考えるヒントが、きっとあるはずです。

特設サイト
https: //www.city.kawasaki.jp /
170 /page/0000147126.html



等々力緑地

武蔵小杉駅1

2

3

中原街
道

多摩川

丸子の渡し

中原
区トリビア

平塚の中原で東海道と結ばれる中原街道。徳川家康は平塚に中原御殿（別荘）を持ち、鷹
狩りに出かける際にこの街道を通った。また小杉にも御殿を持ち、道中の休息に利用した。

徳川家康が鷹狩りに往来？
川崎市立玉川小・中学校の読み方は「ぎょくせん」。創立に際して校名を決める時に、対
岸の世田谷区には「玉川小学校」が。だが玉川の文字を用いたく、読みを変えて命名。

世田谷区と中原区に「玉川小学校」？

 

ぶ
ら
中
原
区 

1

武
蔵
小
杉
駅

タ
ワ
マ
ン
林
立
の
武
蔵
小
杉
駅
周
辺
は

い
つ
か
ら
憧
れ
の
街
に
な
っ
た
？

　
Ｊ
Ｒ
と
東
急
の
２
社
５
路
線
が
乗
り
入
れ
る
武
蔵
小
杉
駅
。

そ
の
開
業
の
経
緯
は
複
雑
で
、
ま
ず
１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年

に
南
武
鉄
道
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
前
停
留
場
、
武
蔵
小
杉
停
留
場
が

作
ら
れ
た
。
１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年
、
南
武
鉄
道
沿
い
に
進

出
し
て
き
た
近
代
工
場
の
た
め
、
東
急
が
東
横
線
と
府
中
街
道

が
交
差
す
る
所
に
工
業
都
市
駅
を
開
業
。
そ
れ
ら
駅
の
統
廃
合

や
移
転
と
い
っ
た
紆
余
曲
折
を
経
て
、
現
在
の
形
と
な
っ
た
。

　
駅
周
辺
は
、
１
９
４
０
年
代
後
半
か
ら
発
展
が
始
ま
っ
た
と

い
う
。
１
９
４
７
（
昭
和
22
）
年
に
保
健
所
、
公
民
館
な
ど
の

公
共
施
設
が
で
き
て
、
中

原
区
の
行
政
の
中
心
地
に

な
っ
た
。
１
９
６
５
（
昭

和
40
）
年
頃
か
ら
は
宅
地

化
が
進
ん
で
、
大
企
業
の

社
宅
群
が
林
立
し
始
め
た

の
で
あ
る
。

　
工
場
跡
地
な
ど
敷
地
面

積
の
大
き
な
土
地
を
利
用

し
て
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン

が
続
々
建
ち
出
し
た
の
は

２
０
０
０
年
代
以
降
で
、

を
利
用
す
る
人
々
は
、
舟
で
川
を
渡
っ
た
。
そ
ん
な
「
丸
子
の

渡
し
」
の
歴
史
は
古
い
。

「
中
原
街
道
は
東
海
道
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
は
、
江
戸
に
行
く

た
め
の
主
要
な
街
道
で
し
た
。
こ
の
周
辺
は
舟
を
利
用
す
る
人

で
大
変
な
賑
わ
い
だ
っ
た
そ
う
で
す
」。
中
原
区
役
所
の
池
田

賢
一
さ
ん
は
そ
う
話
し
、
さ
ら

に
続
け
た
。

「
今
は
住
宅
街
に
な
っ
て
い
る

小
杉
十
字
路
付
近
に
は
、明
治
・

大
正
時
代
、
料
理
屋
や
劇
場
が

数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
地
元
の

人
は
『
パ
リ
か
ロ
ン
ド
ン
か
小

杉
十
字
路
か
』
と
誇
ら
し
げ
に

語
っ
て
い
た
ら
し
い
で
す
」

　
一
大
繁
華
街
が
生
ま
れ
た
の

も
、
多
摩
川
の
お
か
げ
。
中
原

区
と
多
摩
川
は
、
昔
も
今
も
、

そ
し
て
未
来
も
切
っ
て
も
切
れ

な
い
仲
だ
ろ
う
。

景
観
が
一
変
し
た
。

　
一
方
で
駅
南
口
に
は
、
昭
和
の
香
り
の
す
る
居
酒
屋
な
ど
が

軒
を
連
ね
る
セ
ン
タ
ー
ロ
ー
ド
小
杉
が
健
在
で
あ
る
。

 

ぶ
ら
中
原
区 

2

等
々
力
緑
地

等
々
力
緑
地
に
は
砂
利
採
掘
で

大
き
な
池
が
７
つ
も
あ
っ
た

　
等
々
力
の
地
名
は
、
東
京
都
世
田
谷
区
の
等
々
力
渓
谷
内
に

あ
る
滝
の
轟
音
が
「
と
ど
ろ
く
」
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ

る
。
等
々
力
緑
地
は
36
・
6
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
広
さ
を
誇
る
公

園
で
、
豊
か
な
緑
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
敷
地
内
に
は
川
崎
フ
ロ

ン
タ
ー
レ
の
本
拠
地
の
等
々
力
陸
上
競
技
場
、
総
合
体
育
館
の

と
ど
ろ
き
ア
リ
ー
ナ
、
等
々
力
球
場
な
ど
を
擁
す
る
ほ
か
、
釣

池
も
あ
っ
て
の
ん
び
り
と
釣
り
を
楽
し
む
人
の
姿
も
見
ら
れ

る
。
ま
さ
に
市
民
の
憩
い
の
場
だ
。
中
原
区
役
所
の
多
田
暁
弘

さ
ん
が
説
明
す
る
。

「
こ
の
あ
た
り
は
昔
の
多
摩

川
旧
河
川
敷
で
、
昭
和
初
期

の
砂
利
採
掘
に
よ
り
た
く
さ

ん
の
水
が
溜
ま
り
、
大
き
な

池
が
７
つ
も
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
１
９
４
９
（
昭
和

24
）
年
、
池
に
魚
を
放
流
し

て
釣
り
堀
が
開
業
し
ま
し

た
」

　
当
初
は
「
東
横
池
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
釣
り
堀
だ
が
、

そ
の
巨
大
さ
ゆ
え
後
に
「
東

横
水
郷
」
と
改
称
さ
れ
た
。

　
今
後
、
緑
地
内
の
施
設
の

再
編
整
備
が
行
わ
れ
る
。

 

ぶ
ら
中
原
区 

3

丸
子
の
渡
し

中
原
街
道
は
江
戸
に
行
く
た
め
の

主
要
な
街
道
だ
っ
た

　
多
摩
川
を
は
さ
ん
で
東
京
と
川
崎
を
結
ぶ
丸
子
橋
の
た
も
と

に
向
か
う
。
現
在
架
か
っ
て
い
る
橋
は
、
２
０
０
０
（
平
成

12
）
年
に
架
け
替
え
ら
れ
た
２
代
目
で
あ
る
。
１
９
３
５
（
昭

和
10
）
年
に
初
代
の
丸
子
橋
が
開
通
す
る
ま
で
は
、
中
原
街
道

高度経済成長期に、多
くの労働者を癒してく
れたセンターロード小
杉も健在。最先端の高
層建築を背景に庶民的
な飲食店がある様子
は、まるで映画『ブレー
ドランナー』ではない
か。ハリソン・フォー
ドを気取って１杯やる
のもオツかもしれない。

特別な許可を取って
等々力陸上競技場のメ
インスタジアムの屋根
に上らせてもらった。
かなりの高さである。
障害物もほとんどなく
1.5㎞ほど先に建つ武
蔵小杉のタワーマン
ション群をくっきり撮
影できた。

丸子橋を渡ると東京
都大田区。夕暮れ時
に、東京側から中原
区を見てみる。太陽
は多摩川の水面に美
しく反射しつつ、そ
びえ立つ武蔵小杉の
タワーマンション群
に沈んでいく。

多摩川の河川敷で楽しむのは、昔も今も変わらない。橋
の完成に伴い丸子の渡しは廃止されたが、現在は地元の
人たちの手により「丸子の渡し祭り」が催され、渡し舟
の乗船体験ができる。

1925
2022

カラー化写真

提供：羽田猛氏

丸子橋
近辺

左の写真が撮影された1950年代に、東急の武蔵小杉
駅は移転して現在の位置に。写真は国鉄（当時）の駅
ホームで。2000年代になって広大な土地の再開発に
際して、タワーマンションが建設されるように。

1956
2022

カラー化写真

多摩川は氾濫を繰り返し、川筋は蛇行し、流路の変更を
重ねてきた。等々力、宇奈根、野毛、丸子のように東京
都側と神奈川県側とで同じ地名があるのは、流路変更の
影響で村が分断されたから。右の写真は丸子橋付近だが、
等々力緑地の一部も多摩川の河川敷だった。

1955
2022

カラー化写真

提供：羽田猛氏

提供：川崎市立中原図書館（小串嘉男氏撮影）

等々力
緑地 多摩川

丸子橋付近

南武線
武蔵小杉駅

川崎フロンターレの本拠地がある等々力緑地は、かつ
て多摩川河川敷で砂利採掘のためにできた池がたくさ
んありました。多摩川沿いに発展してきた中原区の昔
を探してぶら歩き。

多摩川がもたらした
恵みとは何か？

かわさきマイスターの印刷技能士・流石栄基さんにより、昔の川崎の白黒写真20
作品をカラーで再現しました。プロジェクトはガバメントクラウドファンディング
によって実現されました。

白黒写真カラー化
プロジェクトとは

区原中

中原区役所
まちづくり推進部
地域振興課

池田賢一さん

中原区役所
道路公園センター

管理課

多田暁弘さん

中原区と多摩川は
切っても

切れない仲です
案内人はこちらのお二人
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裏面で
は

高津区
を

ぶら歩
き！

川崎市市制100周年記念

７区の歴史を振り返る
2024年、川崎市は市制100周年をむかえます。
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高津
区トリビア

大山街道沿いにある宗隆寺（そうりゅうじ）は、ヤクルト
スワローズの村上宗隆選手と同じ名であり、監督と同名の
「高津」区にあることが縁で、ファンによる参拝が増えた。

ヤクルトファンがお詣りするお寺が？
二子神社にある歌人の岡本かの子氏を顕彰する文学碑「誇り」は、
息子の岡本太郎氏が制作。築山と台座は建築家・丹下健三氏。碑文
は文芸評論家・亀井勝一郎氏の文を、川端康成氏が筆を取った。

超ぜいたくな文化人のコラボ！

 

ぶ
ら
高
津
区 

1

溝
口
駅
周
辺

高
津
区
最
大
の
溝
口
駅
前
に
は

昭
和
の
匂
い
が
色
濃
く
残
っ
て
い
た

　
Ｊ
Ｒ
南
武
線
武
蔵
溝
ノ
口
駅
か
ら
キ
ラ
リ
デ
ッ
キ
と
い
う

名
の
高
架
式
の
駅
前
広
場
を
歩
い
て
、
東
急
田
園
都
市
線
溝
の

口
駅
へ
向
か
う
。
ふ
と
後
ろ
を
振
り
返
る
と
、
ノ
ク
テ
ィ
プ
ラ

ザ
が
見
え
る
。
み
ぞ
の
く
ち
の
「
の
く
ち
」
と
「
シ
テ
ィ
」
と

を
合
わ
せ
て
命
名
さ
れ
た
大
型
商
業
施
設
だ
。
高
津
区
役
所
の

今
井
映
子
さ
ん
が
教
え
て

く
れ
た
。

「
１
９
９
３
（
平
成
５
）
年

に
着
工
さ
れ
、
１
９
９
７

（
平
成
９
）年
に
ノ
ク
テ
ィ

プ
ラ
ザ
が
開
業
。
翌
年
の

南
北
自
由
通
路
完
成
を
経

て
、
２
年
後
に
事
業
は
完

了
し
ま
し
た
」

　
と
い
う
説
明
を
聞
き
つ

つ
、
訪
れ
て
み
た
の
は
南

武
線
沿
い
に
伸
び
る
溝
の

口
駅
西
口
商
店
街
。
青
果

店
や
飲
食
店
が
多
く
軒
を

接
す
る
。
昭
和
の
匂
い
が

色
濃
く
残
り
、
人
々
の
息

遣
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
駅
界
隈
は
ま
る
で
異
な
る
新
旧
ふ
た
つ

の
貌か

お

を
持
つ
。
昔
も
今
も
、
こ
の
駅
周
辺
に
は
人
々
を
惹
き
つ

け
て
や
ま
な
い
魅
力
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

 

ぶ
ら
高
津
区 
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大
山
街
道

江
戸
へ
の
物
流
の
大
動
脈
だ
っ
た
頃
の

面
影
を
探
し
て
旧
街
道
を
散
策

　
さ
て
大
山
街
道
へ
。
江

戸
・
赤
坂
御
門
を
基
点
に
、

大お
お

山や
ま

阿あ

夫ふ

利り

神
社
（
神
奈

川
県
伊
勢
原
市
）
ま
で
続

く
街
道
の
こ
と
だ
。
か
つ

て
大
山
は
雨あ

降ふ
り

山や
ま

と
も
呼

ば
れ
、
多
く
の
人
々
が
雨

乞
い
の
た
め
に
訪
れ
た
。

ま
た
駿
河
の
茶
や
真
綿
、

伊
豆
の
椎
茸
や
乾
魚
、
秦

野
の
た
ば
こ
な
ど
を
江
戸

に
運
ぶ
大
切
な
輸
送
路
と

し
て
も
利
用
さ
れ
た
。
二

子
と
溝
口
に
は
宿
駅
が
置

か
れ
、
た
い
そ
う
に
ぎ

わ
っ
た
と
い
う
。

「
沿
道
の
商
店
は
建
て
替
え
が
進
み
ま
し
た
が
、
古
い
蔵
造
り

の
建
物
は
現
在
も
数
軒
残
っ
て
い
ま
す
」（
今
井
さ
ん
）

　
そ
の
ひ
と
つ
が
、
１
７
６
５
（
明
和
２
）
年
創
業
の
灰
吹
屋

薬
局
。
店
舗
と
し
て
こ
そ
使
っ
て
い
な
い
が
、
蔵
は
現
存
し
、

大
山
街
道
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
大
山
街
道

ふ
る
さ
と
館
に
は
、
歴
史
的
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

 

ぶ
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高
津
区 

4

橘
樹
官
衙
遺
跡
群
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ら
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久
地
円
筒
分
水

今
も
水
を
４
分
割
し
続
け
て
い
る

久
地
円
筒
分
水
か
ら
二
ヶ
領
用
水
の
遊
歩
道
へ

　
大
山
街
道
の
高
津
交
差
点
に
は
、
宝
暦
年
間
（
18
世
紀
半
ば
）

に
創
業
し
た
お
茶
の
田
中
屋
が
あ
る
。
同
店
で
昔
な
が
ら
の
製

法
を
伝
え
る
武
州
茶
を
い
た
だ
き
、
国
登
録
有
形
文
化
財
の

久く
じ
え
ん
と
う
ぶ
ん
す
い

地
円
筒
分
水
を
目
指
し
た
。
か
つ
て
二
ヶ
領
本
川
か
ら
取
り

入
れ
ら
れ
た
水
は
久
地
分
量
樋
で
４
つ
の
堀
へ
と
分
け
ら
れ
て

い
た
が
、
水
の
配
分
を
め
ぐ
る

争
い
が
絶
え
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
造
ら
れ
た
の
が
円
筒
分
水
。

１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年
に
完

成
し
た
。

　
高
津
区
に
は
は
る
か
昔
の
史

跡
も
あ
る
。
７
世
紀
か
ら
10
世

紀
の
古
代
行
政
の
推
移
を
知
る

上
で
き
わ
め
て
重
要
な
橘

た
ち
ば
な樹

官か
ん

衙が

遺い
せ
き
ぐ
ん

跡
群
だ
。

　
古
く
か
ら
人
と
水
の
行
き
来

だ
け
で
な
く
、
古
代
に
は
政
治

の
中
枢
も
あ
っ
た
と
は
、
な
る

ほ
ど
高
津
区
は
奥
が
深
い
。

区内を流れる二ヶ領用
水。あちこちで野鳥が
羽を休める姿も見ら
れ、区民の目を楽しま
せてくれる。なおカ
ラー化した大山街道の
写真は、二ヶ領用水に
架けられた大石橋のた
もとである。

灰吹屋薬局の蔵（左）はかつての大山街道の様子を今に伝える。よろずやとし
て宝暦年間に創業した田中屋（右）は、江戸幕府から度量衡販売の免許を受け
てはかり屋として栄えた。また製茶工場を建て茶の製造販売も行っている。

か
わ
さ
き
マ
イ
ス
タ
ー
の
印
刷
技
能
士
・
流
石
栄
基
さ
ん
に
よ
り
、

昔
の
川
崎
の
白
黒
写
真
20
作
品
を
カ
ラ
ー
で
再
現
し
ま
し
た
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
実

現
さ
れ
ま
し
た
。

白
黒
写
真
カ
ラ
ー
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は

1966
第１回人間国宝・陶芸家の濱田庄司氏は、1894（明治
27）年に溝口にある母の実家で生まれた。３歳まで東京
で両親と過ごしたが、病弱なために祖父の家に預けられ
た。それが大山街道沿いに建っていた和菓子店の大和屋
だった。宗隆寺に墓所がある。

2022

大山街道

1952
まだ戦後の佇まいが感じられる1952（昭和27）年頃の
駅前。この２年後に神武景気が始まり、高度経済成長
期に入っていく。再開発後の駅前は、クリスマス時期
のイルミネーションなどで人々を楽しませる。

2022

カラー化写真

カラー化写真

提供：田村隆司氏

提供：川崎市大山街道ふるさと館（上田恒三氏撮影）

1950
カラー化写真

2022
二ヶ領用水は、徳川家康の命で14年もの歳月をかけて1611（慶長
16）年に造られた農業用水路だ。久地円筒分水は、その水を４つの
堀に公平に分け流すため、下から吹き上がってくる水を円周比に
よって分けている。

提供：滝村昭一氏

キラリデッキとは対照的
に、昔ながらの人間臭さ
が魅力的な溝の口駅西口
商店街。レトロなアー
ケードが架けられて、中
にはＹ字型の三叉路もあ
る。和菓子屋や八百屋な
どがあるが、その “本領 ”
が発揮されるのは夜だろ
う。大衆酒場が人々を癒
してくれる。

武蔵
溝ノ口駅前

高津区には人の道と水の道があります。江戸と大山阿
夫利神社を結ぶ大山街道と、水を下流の４つの堀に分
ける久地円筒分水のある二ヶ領用水です。
その発展の記憶を探しに、ぶら歩きしました。

人の道と水の道で
どう栄えたのか？

高津区役所
まちづくり推進部

企画課

今井映子さん

溝口駅周辺

大山街道

久地円筒分水

橘樹官衙遺跡群

1

3

4

2

多摩川

古代からの
歴史も豊か

案内人は
この方

川崎市で初めて国史跡に指定された
橘樹官衙遺跡群。古代武蔵国橘樹郡
の役所跡「千年伊勢山台遺跡」と古
代寺院跡の「影向寺遺跡」から構成
されている。現在は、史跡公園整備
工事が進行中だ。

橘樹官衙遺跡群
史跡公園イメージ図

区津高

久地
円筒分水
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特設サイト
https: //www.city.kawasaki.jp /
170 /page/0000147126.html



宮前区トリビア
東京・赤坂の旧陸軍東部 62 部隊の兵舎に置かれていた灯籠は、夜に化けて徘徊したとい
うことで、動かないように足を切られたという。部隊が川崎に移転する際、灯籠も移動し
て来た。脚のないまま、現在は川崎市青少年の家に置かれている。

脚のないお化け灯籠
兄の名は「メロー」。区の花・コスモスの花飾りが似合う妹の
名は「コスミン」。区名産の宮前メロンの畑から、2012（平成
24）年に、宮前区誕生30周年を祝うためやってきた。

“ 宮前兄妹”の名前の由来は？

メロー コスミン

を
生
か
し
、
花
や
野
菜
な
ど
新
し
い
農
作
物
が
導
入
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
宮
前
メ
ロ
ン
や
江
戸
時
代
か
ら
生
産
さ
れ
た
馬

絹
の
花
桃
な
ど
、
ブ
ラ
ン
ド
化
し
た
作
物
も
あ
る
。

　

一
方
、
１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年
の
東
急
田
園
都
市
線
溝
の

口
〜
長
津
田
（
横
浜
市
）
開
通
、
１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年
の
東

名
高
速
道
路
開
通
後
は
、宅
地
開
発
が
急
速
に
進
ん
で
い
っ
た
。

　

今
、金
山
交
差
点
付
近
に
は
、Ｊ
Ｒ
貨
物
の
梶
ヶ
谷
貨
物
タ
ー

ミ
ナ
ル
駅
が
あ
る
。
家
庭
ご
み
を
ご
み
処
理
場
に
輸
送
す
る
列

車
「
ク
リ
ー
ン
か
わ
さ
き
号
」
の
始
発
駅
に
も
な
っ
て
い
る
。

高
度
経
済
成
長
期
の
発
展
を
経
て
、
今
は
地
球
環
境
へ
の
優
し

さ
を
示
す
場
所
と
も
い
え
る
の
だ
。
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カ
ッ
パ
ー
ク

鷺
沼

思
い
出
の
鷺
沼
プ
ー
ル
の
跡
地
で
は
、

フ
ッ
ト
サ
ル
の
若
者
た
ち
が

　

続
い
て
カ
ッ
パ
ー
ク
鷺
沼
を
訪
ね
た
。
か
つ
て
鷺
沼
プ
ー
ル

が
あ
っ
た
場
所
だ
。
東
急
田
園
都
市
線
の
開
通
に
よ
る
住
宅
開

発
に
伴
い
、
１
９
６
７
（
昭
和
42
）
年
に
、
川
崎
市
水
道
局
鷺

沼
配
水
池
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
屋
上
部
を
有
効
活
用
す
る
た

め
に
、
翌
年
、
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
。
子
ど
も
向
け
プ
ー
ル
の

他
に
、
水
深
１
８
０
㎝
も
あ
る
六
角
プ
ー
ル
が
あ
っ
た
。

「
身
長
よ
り
も
深
い
六
角
プ
ー
ル
に
入
っ
た
子
ど
も
は
、威
張
っ

て
い
た
な
ん
て
話
も
よ
く
聞
き
ま
す
」

　

と
は
、
宮
前
区
役
所
の
ふ
た
り
。

　

し
か
し
利
用
者
の
減
少
を
受
け
て
２
０
０
２
（
平
成
14
）
年

に
廃
止
。
今
で
は
教
育
、
広
場
・
公
園
、
運
動
施
設
、
福
祉
の

４
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
を
６
面
持
つ
「
フ
ロ
ン
タ
ウ
ン
さ
ぎ
ぬ

ま
」
も
あ
る
。
こ
の
日
は
地
元
の
高
校
生
が
練
習
を
し
て
い
た

の
だ
が
、
と
に
か
く
う
ま
い
。
感
心
し
て
声
を
か
け
た
ら
、「
自

分
た
ち
な
ん
て
全
然
で
す
」
と
の
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
こ
の

地
区
の
サ
ッ
カ
ー
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
実
感
し
た
の
で
あ
る
。
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尻
手
黒
川
道
路

肥
沃
な
土
壌
に
よ
り

宮
前
区
は
今
も
都
市
農
業
が
盛
ん

　

次
に
向
か
っ
た
の
は
、
尻し

っ
て
く
ろ
か
わ

手
黒
川
道
路
の
金
山
交
差
点
。

　

沿
道
周
辺
に
宅
地
も
な
い
時
代
が
あ
っ
た
。
１
９
４
７
（
昭

和
22
）
年
に
右
下
の
写
真
を
撮
影
し
た
田
村
隆
司
さ
ん
は
、「
当

時
は
田
ん
ぼ
や
畑
が
広
が
っ
て
い
た
ん
で
す
よ
。
こ
れ
は
農
地

改
革
に
伴
っ
て
測
量
し
た
と
き
の
も
の
で
す
」
と
語
る
。

「
川
崎
歴
史
ガ
イ
ド
」
に
よ
る
と
、
宮
前
区
南
半
部
は
台
地
に

小
さ
な
谷
が
入
り
込
ん
で
お
り
起
伏
に
富
ん
で
い
た
。土
壌
は
、

厚
く
堆
積
す
る
富
士
山
の
火
山
灰
（
関
東
ロ
ー
ム
層
）
に
腐
食

し
た
枯
れ
草
な
ど
が
混
ざ
っ
て
お
り
、
肥
沃
で
水
は
け
が
良

か
っ
た
。
そ
の
た
め
古
く
か
ら
麦
な
ど
の
畑
作
農
業
が
盛
ん
に

行
わ
れ
た
そ
う
だ
。
明
治
時
代
以
降
は
東
京
か
ら
近
い
利
便
性
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鷺
沼
小
学
校

Ｗ
杯
で
世
界
を
驚
か
せ
た
“
鷺
沼
兄
弟
” 

坂
の
多
い
街
が
体
力
を
養
っ
た
？

　

東
急
田
園
都
市
線
鷺
沼
駅
で
下
車
し
、
鷺
沼
駅
前
交
差
点
を

右
折
す
る
と
、
春
待
坂
と
呼
ば
れ
る
長
い
坂
が
現
れ
た
。

　

宮
前
区
に
は
坂
道
が
多
く
、
そ
の
う
ち
18
か
所
に
は
区
民
か

ら
の
公
募
で
愛
称
が
付
け
ら
れ
た
と
い
う
。
西
向
き
の
斜
面
な

の
で
桜
の
開
花
が
他
所
よ
り
ち
ょ
っ
と
遅
い
。
春
を
待
つ
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
で
名
付
け
ら

れ
た
坂
を
下
っ
て
い
く
。

　

道
路
の
両
側
に
２
０
０

ｍ
に
も
わ
た
っ
て
桜
並
木

が
続
く
。
開
花
は
少
々
遅

く
て
も
、
い
ざ
咲
い
た
ら

そ
れ
は
そ
れ
は
見
事
な
光

景
だ
ろ
う
。

　

坂
を
下
り
き
る
と
、『
鷺

沼
か
ら
世
界
へ
』
の
横
断

幕
が
目
に
入
っ
て
く
る
。

な
ん
と
こ
こ
は
２
０
２
２

Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
大
活
躍
を
し
た
三
笘

薫
、
田
中
碧
選
手
が
卒
業

し
た
鷺
沼
小
学
校
な
の

だ
。
２
人
の
体
力
は
、
坂
の
多
い
地
域
で
育
っ
た
か
ら
養
わ
れ

た
と
言
っ
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
言
い
過
ぎ
？

馬絹での花作りは大正時代に盛んにな
り、室という地下室で開花時期を調整
して出荷された。現在も馬絹の花桃は、
桃の節句に大いに喜ばれている。

鷺沼小学校のフェンス
に張られていた横断
幕。『平成21年度卒業 
三笘薫選手　平成 22
年度卒業 田中碧選手』
の文字が誇らしげに踊
る。少年時代の三笘・
田中両選手が、坂の多
いこの地域を行き来し
ていた様子をつい想像
してしまう。

尻手黒川道路は、市内南東部から北西部の住宅地までを
結ぶ幹線道路。川崎市全７区のうち５区を通過する。ま
た東名川崎インターチェンジに直接繋がっているので、
交通量は多い。今では沿道のほとんどは住宅地。

1947
2022

カラー化写真

提供：田村隆司氏

尻手黒川
道路近辺

正式名称は川崎市水道局鷺沼プール。市水道局が運営
していた。屋外プールで営業は夏だけだが、1984（昭
和59）年には２ヶ月弱で 52 万人もが訪れたという。
六角プールは大人専用。子どもが入ると監視員に注意
されたが、挑戦する小学生は後を絶たなかった。

1968
2022

カラー化写真

1968（昭和 43）年４月25日に東名高速道路東京〜厚木
IC 間が開通し、東名川崎インターチェンジも運用が開
始。当時のIC付近には宅地も少なく、緑がいっぱいな
様子。東名高速道路開業当初の利用台数は約 14 万台、
2017（平成29）年には約40万台を超えた。

19682018
カラー化写真

提供：川崎市市民ミュージアム

提供：NEXCO 中日本（２枚とも）

東名川崎
インター

鷺沼
プール

宮前区は坂の多い街。台地と谷戸の多彩な地形が恵み
をもたらしてくれた。都市農業でメロンや花桃など高
品質な作物で有名なのはもちろん、最近はサッカーで
も “鷺沼兄弟” が話題になっている？

起伏に富んだ地形が
もたらしたものは何か？

かわさきマイスターの印刷技能士・流石栄基さんにより、昔の川崎の白黒写真 20
作品をカラーで再現しました。プロジェクトはガバメントクラウドファンディング
によって実現されました。

白黒写真カラー化
プロジェクトとは

宮前区役所
まちづくり推進部の

職員

鷺沼小学校
尻手黒川道路

カッパーク鷺沼

3
1

金山
2

緑があふれる
自然豊かな
まちです 案内人はこちらのお二人

区前宮
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裏面で
は

多摩区
を

ぶら歩
き！

川崎市市制100周年記念

７区の歴史を振り返る
2024年、川崎市は市制100周年をむかえます。
その歴史を知るため、川崎市7区をぶらりと歩いてみました。
それぞれの区の昔の写真を手に、歩いて、見て、聞いて、感じて、発見したこと。
それは今に至る100年の発展の理由でした。
あなたの住んでいるまちの昔を知っていますか？
過去にはこれからの100年先の未来を考えるヒントが、きっとあるはずです。

特設サイト
https: //www.city.kawasaki.jp /
170 /page/0000147126.html



全国に132店舗を構えるスーパーいなげや。1900（明治33）年に開店する際、創業者の
猿渡波蔵氏が、出生地一帯を統治していた豪族・稲毛三郎重成にあやかって命名した。

いなげやの名前は豪族から？
東映生田スタジオや円谷プロが近くにあったため、向ヶ丘遊園は特撮番組のロケ地として
よく使われた。「仮面ライダー」シリーズや「ウルトラセブン」などに登場する。

特撮もののメッカだった？ 多摩区トリビア

 

ぶ
ら
多
摩
区 

2

生
田
緑
地

生
田
緑
地
の
裾
に
建
て
ら
れ
た

川
崎
市 

藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　

向
ヶ
丘
遊
園
駅
と

向
ヶ
丘
遊
園
正
門
ま
で

は
モ
ノ
レ
ー
ル
も
走

り
、
大
い
に
に
ぎ
わ
っ

て
い
た
が
、
遊
園
は

２
０
０
２
（
平
成
14
）

年
に
閉
園
。
モ
ノ
レ
ー

ル
も
撤
去
開
始
さ
れ

た
。

　

駅
か
ら
モ
ノ
レ
ー
ル

跡
沿
い
に
歩
く
こ
と
、

十
数
分
。
か
つ
て
の
正

門
が
あ
っ
た
場
所
に
着

く
と
今
も
、「
花
の
大

階
段
」の
跡
が
見
え
る
。

　

そ
こ
か
ら
北
西
数
百

ｍ
先
に
は
生
田
緑
地
が
広
が
り
、
緑
地
内
に
は
鎌
倉
幕
府
の
御

家
人
・
稲
毛
三
郎
重
成
が
城
を
構
え
た
枡
形
山
（
標
高
84
ｍ
）

が
あ
る
。
重
成
は
、
現
在
の
川
崎
市
中
原
区
か
ら
南
多
摩
の
一

部
ま
で
を
統
治
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
重
成
は
、
源

頼
朝
の
妻
・
北
条
政
子
の
妹
を
妻
に
迎
え
て
お
り
、
一
説
で
は

そ
の
妻
が
嫁
入
り
道
具
の
一
つ
と
し
て
鎌
倉
か
ら
「
の
ら
ぼ
う

菜
」
の
種
を
持
っ
て
き
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

多
摩
区
菅
地
区
に
の
ら
ぼ
う
菜
が
伝
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
向
ヶ
丘
遊
園
も
、
当
初
は
枡
形
山
に
「
枡
形
山
遊
園

地
」
と
し
て
建
設
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
と
い
う
。

　

向
ヶ
丘
遊
園
の
閉
園
後
、
生
田
緑
地
ば
ら
苑
は
市
が
受
け
継

ぎ
、
ば
ら
の
開
花
時
期
に
合
わ
せ
て
年
２
回
開
苑
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
正
門
付
近
の
跡
地
を
利
用
し
て
２
０
１
１
（
平
成

23
）
年
に
完
成
し
た
の
が
、「
川
崎
市 

藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」。
藤
子
・
Ｆ
・
不
二
雄
氏
が
長
く
多
摩
区
に

住
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
建
て
ら
れ
た
。
そ
の
縁
の
お
か
げ
で
、

多
摩
区
に
は
ド
ラ
え
も
ん
や
パ
ー
マ
ン
な
ど
数
多
く
の
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
が
立
っ
て
い
る
。
小
田
急
線
の
登
戸
駅
と
向
ヶ
丘
遊
園

駅
、
Ｊ
Ｒ
の
宿
河
原
駅
の
前
、
ば
ら
苑
ア
ク
セ
ス
ロ
ー
ド
な
ど

で
、
お
馴
染
み
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。

 

ぶ
ら
多
摩
区 

3

登
戸
の
渡
し

登
戸
を
通
る
津
久
井
道
は
、

江
戸
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
だ
っ
た

　

続
い
て
向
か
っ
た
の
は
、
登
戸
の
渡
し
の
跡
地
。
登
戸
駅
至

近
の
多
摩
川
沿
い
に
あ
る
。
ま
だ
多
摩
川
に
橋
の
な
い
時
代
、

人
々
は
川
を
舟
で
渡
っ
た
。
川
崎
市
内
で
は
、
確
認
さ
れ
た
も

の
だ
け
で
20
か
所
の
渡
し
場
跡
が
あ
る
。
東
京
・
三
軒
茶
屋
か

ら
登
戸
を
通
っ
て
相
模
原
市
津
久
井
に
至
る
津
久
井
道
は
、
津

久
井
で
生
産
さ
れ
る
絹
を
江
戸
に
運
ん
だ
シ
ル
ク
・
ロ
ー
ド
。

登
戸
の
渡
し
は
、
人
々
と
美
し
い
絹
を
積
ん
で
い
た
。

「
今
で
は
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ト
な
ど
の
体
験
会
や
い
か
だ

レ
ー
ス
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
開
か
れ
て
い
ま
す
」

　

多
摩
区
役
所
の
田
邊
光
介
さ
ん
が
語
る
。
渡
し
船
こ
そ
な
い

が
、
釣
り
や
野
鳥
観
察
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
、
自
然
の
恵
み
を

堪
能
す
る
人
を
多
く
見
か
け
た
。

　

多
摩
区
の
歴
史
と
自
然
を
満
喫
し
た
１
日
だ
っ
た
。

 

ぶ
ら
多
摩
区 

1

向
ヶ
丘
遊
園
駅

小
田
急
線
に
乗
っ
て
遊
園
地
に
行
き

帰
り
は
梨
を
買
っ
て
帰
る

　

１
９
２
７
（
昭
和
２
）
年
の
開
業
当
初
は
、
向
ヶ
丘
遊
園
と

い
う
駅
名
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
ご
く
少

数
な
の
で
は
な
い
か
。稲
田
登
戸
駅
と
い
う
名
前
だ
っ
た
の
だ
。

駅
名
が
改
称
さ
れ
た
の
は
、
１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年
の
こ
と
。

も
ち
ろ
ん
向
ヶ
丘
遊
園
の
名
称
に
合
わ
せ
た
も
の
だ
。

「
向
ヶ
丘
遊
園
は
小
田
急

線
開
通
（
稲
田
登
戸
駅
開

業
）
と
同
時
に
、
無
料
の

遊
園
地
と
し
て
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
」

　

と
歴
史
を
説
明
す
る
の

は
、
多
摩
区
役
所
の
那
須

大
輔
さ
ん
。
さ
ら
に
続
け

て
、「
多
摩
区
で
は
梨
の

栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
小

田
急
電
鉄
は
向
ヶ
丘
遊
園

の
宣
伝
と
共
に
、
新
宿
駅

で
梨
狩
り
の
案
内
を
積
極

的
に
展
開
し
た
そ
う
で

す
」

　

高
度
経
済
成
長
期
に
は
、「
向
ヶ
丘
遊
園
で
遊
ん
で
梨
を
土

産
に
帰
る
」
郊
外
型
の
レ
ジ
ャ
ー
が
定
着
。
１
９
７
０
年
代
以

降
は
、
遊
園
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
続
々
登
場
し
た
。

駅舎（左）はナチュラ
ル・レトロモダンをコ
ンセプトに、2020（令
和 2）年にリニューア
ルされた。遊園跡地に
向かう五ヶ村堀緑地遊
歩道（右）には、モノ
レール橋脚の３分の１
スケールのオブジェが
立ち、橋脚跡にプレー
トが埋められている。

藤子・Ｆ・不二雄ミュージアム（左）には、氏が描いた原画や仕事机などが展
示されている。屋上スペースは緑に溢れ、多くのキャラクターに会えるフォト
スポットだ。枡形山の山頂（右）は、東西約130ｍ、南北約80ｍの平坦地。展
望台があり360度のパノラマが楽しめる。桜の名所として人気が高い。

©︎Fujiko-Pro

1927（昭和２）年に小田急線が開通し、渡し船の利用者
は減少。1952（昭和27）年に廃止され、翌年には旧多
摩水道橋が開通した。廃止時の渡し賃は大人10円、自
転車20円、リヤカー30円だった。

2022
1952
カラー化写真

提供：稲田郷土史会

“花と緑の遊園地 ”として親しまれ、1958（昭和33）年
に園内にオープンしたばら苑では、約1000種約２万株
ものバラを楽しめた。1968（昭和43）年には正門前まで
モノレールが開通。最盛期の1990（平成２）年度には約
95万人も入場、営業収入も約 27億円を誇った。

2022 1953
カラー化写真

向ヶ丘
遊園

梨の栽培は江戸時代から現在の川崎区で行われていた
が、工業地帯に変貌。代わりに昭和初期から現・多摩
区での栽培が盛んになった。昭和30年代に入り、梨
のもぎ取りがブームに。現在では「幸水」や「豊水」な
ど様々な品種が栽培されている。

20221965
カラー化写真

提供：川崎市市民ミュージアム
提供：小串嘉男氏

多摩川梨

多摩区には生田緑地などの広大な丘陵地が広がってい
て、今も市民の憩いの場として知られています。
ここに遊園地があったのはもう20年も前のこと。ま
ちの移り変わりの記憶をたどってぶら歩き。

豊かな自然は時代の変化を
どう見てきたのか？

かわさきマイスターの印刷技能士・流石栄基さんにより、昔の川崎の白黒写真20
作品をカラーで再現しました。プロジェクトはガバメントクラウドファンディング
によって実現されました。

白黒写真カラー化
プロジェクトとは

多摩区役所
まちづくり推進部

企画課

田邊光介さん

多摩区役所
まちづくり推進部
地域振興課

那須大輔さん

藤子・F・
不二雄
ミュージアム

向ヶ丘遊園駅

2

1

生田緑地

登戸の渡し
3

多摩川

小田急線

多摩区で
お馴染みの
キャラ探しを

案内人は
こちらの
お二人

区摩多

登戸の
渡し
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裏面で
は

麻生区
を

ぶら歩
き！

川崎市市制100周年記念

７区の歴史を振り返る
2024年、川崎市は市制100周年をむかえます。
その歴史を知るため、川崎市7区をぶらりと歩いてみました。
それぞれの区の昔の写真を手に、歩いて、見て、聞いて、感じて、発見したこと。
それは今に至る100年の発展の理由でした。
あなたの住んでいるまちの昔を知っていますか？
過去にはこれからの100年先の未来を考えるヒントが、きっとあるはずです。

特設サイト
https: //www.city.kawasaki.jp /
170 /page/0000147126.html



百合ヶ丘駅

百合ヶ丘団地2

弘法の松

3

1

新百合ケ丘駅
小田急線

区生麻

麻生区といえば憧れの新百合ヶ丘が思い出されます
が、百合ヶ丘駅周辺に開発された百合ヶ丘団地の方
が、憧れの街の先輩。豊かな里山を残しながら、ベッ
ドタウンとして成長してきたこの街をぶら歩き。

豊かな里山と
ベッドタウンの共存が
憧れの街を生んだ？

東映生田撮影所が近いこともあり、特撮愛好家の間では仮面ライダーがショッカーの怪人
と戦うシーンの撮影は弘法の松公園でも行われていたのでは？、と言われている。

弘法の松で仮面ライダーが？
この地を気に入った弘法大師は「谷が100あれば寺を作ろう」と考えたが、99谷しかな
く断念。帰るにあたって松の枝を差したところ、根が生え繁茂したなどの言い伝えがある。

なぜ弘法の松と呼ばれる？

麻生区役所
まちづくり推進部

企画課

市川恵理さん

弘
法
の
松

 

ぶ
ら
麻
生
区 

3

樹
齢
数
百
年
の
松
は
焼
け
て
し
ま
い

植
え
替
え
ら
れ
た
松
が
育
っ
て
い
た

　

続
い
て
弘
法
松
公
園
へ
。
弘
法
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
弘

法
大
師
空
海
の
こ
と
。
空
海
上
人
ゆ
か
り
の
松
を
見
る
べ
く
、

標
高
１
１
８
ｍ
の
山
を
登
っ
た
。
さ
て
ど
ん
な
古
木
と
対
面
で

き
る
の
か
と
思
い
き
や
…
…
。
市
川
さ
ん
が
言
う
。

「
か
つ
て
は
高
さ
32
ｍ
、
幹
回
り
７
ｍ
、
根
回
り
11
ｍ
も
あ
る

樹
齢
数
百
年
を
越
え
る
黒
松
の
大
木
が
あ
り
ま
し
た
。
県
の
天

然
記
念
物
で
し
た
が
、

１
９
５
６
（
昭
和
31
）
年

に
火
難
に
遭
い
燃
え
て
し

ま
い
ま
し
た
。
現
在
の
松

は
２
０
１
２
（
平
成
24
）

年
に
植
え
替
え
ら
れ
た
も

の
で
す
」

　

植
え
替
え
ら
れ
た
松
は

ま
だ
若
い
。
こ
れ
か
ら
の

成
長
が
楽
し
み
だ
。
公
園

南
西
部
の
展
望
広
場
に

行
っ
て
気
分
爽
快
。
山
々

が
連
な
る
景
色
を
見
て
、

と
て
も
清
々
し
い
気
持
ち

で
坂
を
下
り
る
こ
と
が
で

き
た
の
だ
。

百
合
ヶ
丘
駅
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麻
生
区
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
は

百
合
ヶ
丘
団
地
か
ら
始
ま
っ
た

　

小
田
急
線
百
合
ヶ
丘
駅
で
下
車
し
、
南
口
か
ら
柳
通
り
に
出

る
と
、
川
崎
市
内
に
だ
け
４
店
舗
を
構
え
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
・
ゆ
り
ス
ト
ア
の
本
店
が
あ
っ
た
。

　

よ
く
見
る
と
、
店
舗
建
て
替
え
の
た
め
に
２
０
２
３
（
令
和

５
）
年
１
月
15
日
か
ら
一
時
閉
店
と
い
う
張
り
紙
が
（
訪
問
し

た
の
は
前
年
12
月
）
。
同
店
は
百
合
ヶ
丘
駅
が
開
業
し
た

１
９
６
０（
昭
和
35
）
年
に
創
業
。高
度
経
済
成
長
期
か
ら
ず
っ

と
、
こ
の
街
の
人
々
の
生
活
を
支
え
て
き
た
わ
け
だ
。

　

百
合
ヶ
丘
駅
周
辺
の
里
山
を
切
り
拓
い
て
住
宅
地
と
し
て
開

発
さ
れ
た
の
は
、
１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
前
後
。
発
展
の
中

心
を
担
っ
た
の
が
百
合
ヶ
丘
団
地
だ
っ
た
。
地
主
ら
が
日
本
住

宅
公
団
（
現
・
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
）
に
約
14
万
坪
も
の
土
地
を
譲

渡
し
、
近
代
的
な
団
地
が
建
設
さ
れ
た
。
柳
通
り
の
弘
法
の
松

交
差
点
ま
で
の
間
に
第
１
団
地
、
交
差
点
の
先
に
第
２
団
地
が

造
ら
れ
、
駅
や
ゆ
り
ス
ト
ア
と
同
じ
く
１
９
６
０
（
昭
和
35
）

年
か
ら
入
居
が
始
ま
り
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
生
ま
れ
た
。

　

百
合
ヶ
丘
駅
の
隣
り
（
小
田
原
側
）
の
新
百
合
ヶ
丘
駅
は
、

１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年
の
開
業
。
百
合
ヶ
丘
駅
に
は
停
ま
ら

な
い
急
行
、
快
速
急
行
、
さ
ら
に
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の
一
部
も
停

ま
る
。
駅
周
辺
は
２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
開
発
が
進
み
、
大

型
商
業
施
設
も
次
々
と
オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
。

百
合
ヶ
丘
団
地
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喜
劇
駅
前
シ
リ
ー
ズ
の
舞
台
に
も
な
っ
た

憧
れ
の
団
地
生
活

「
百
合
ヶ
丘
団
地
は
近

代
的
な
造
り
で
、
ト
イ

レ
は
洋
式
。
キ
ッ
チ
ン

は
ス
テ
ン
レ
ス
で
、

人
々
が
住
み
た
い
と
憧

れ
る
場
所
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
こ
を
舞
台
に

し
た
映
画
『
喜
劇
駅
前

団
地
』（
森
繁
久
彌
主

演
）
も
作
ら
れ
ま
し

た
。
映
画
を
観
る
と
そ

の
頃
の
生
活
ぶ
り
が
か

い
ま
み
ら
れ
ま
す
」

　

当
時
の
団
地
の
説
明

を
し
て
く
れ
た
の
は
、

麻
生
区
役
所
の
市
川
恵

理
さ
ん
。
で
は
現
在
の
団
地
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
ず

は
弘
法
の
松
交
差
点
を
目
指
し
、緩
や
か
な
坂
を
登
っ
て
い
く
。

交
差
点
に
至
る
前
に
、
左
側
に
サ
ン
ラ
フ
レ
百
合
ヶ
丘
と
い
う

団
地
が
見
え
て
き
た
。
老
朽
化
し
た
第
１
団
地
を
建
て
替
え
た

も
の
だ
。
高
台
に
あ
る
た
め
、
団
地
の
敷
地
内
か
ら
富
士
山
を

見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

か
つ
て
の
団
地
に
は
若
い
夫
婦
が
多
く
住
み
、
公
園
で
遊
ぶ

子
ど
も
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
現
在
は
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
が
充
実
し
て
お
り
、
年
輩
者
が
楽
し
げ
に
プ
レ
ー

を
し
て
い
た
。
そ
の
１
人
に
ブ
ラ
ン
コ
の
あ
る
公
園
は
な
い
か

と
尋
ね
て
、
教
え
て
も
ら
っ
た
。
そ
こ
は
、
半
世
紀
以
上
前
に

山頂は平坦で、ブラン
コやすべり台のある公
園になっている。巨木
が立っていた場所には
「弘法松跡」という石
碑が立つ。展望広場が
あって、近くは高尾山、
そして蛭ヶ岳や塔ノ岳
といった丹沢山塊が見
え、さらにその先には
富士山の姿も。

百合ヶ丘駅前（左）とサンラフレ百合ヶ丘。百合ヶ丘団地建設の際に土地を提
供した地主には優先して駅前商業地の土地が譲渡され、商店街が形成されて
いったという。半世紀経った今も駅前が落ち着いた雰囲気なのは、そうした経
緯があるからだろうか。閑静な住宅街の趣が、駅周辺と団地から感じ取れる。

撮
影
さ
れ
た
写
真
（
上
）
と
同
じ
場
所
の
よ
う
だ
。
平
日
の
昼

と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
ブ
ラ
ン
コ
は
無
人
。
歓
声

を
上
げ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
想
像
し
て
み
る
の
だ
っ
た
。

麻生
区トリビア

初代の松は、火難に遭った後も約 10年程残されていた。植え替
えられた松の手入れ中の職人さんが教えてくれた。「植え替えの
際には２本植え、いい方を残すということでした。これが残った
方の１本です」

2022

1959
カラー化写真

提供：菊地恒雄氏

かわさきマイスターの印刷技能士・流石栄基さん
により、昔の川崎の白黒写真20作品をカラーで
再現しました。プロジェクトはガバメントクラウ
ドファンディングによって実現されました。

白黒写真カラー化プロジェクトとは

団
地
は
起
伏
の
あ
る
里
山
を
切
り
拓
い
て
造
ら
れ
た
の
で
、
随
所
に
石
垣
が
あ
る
。
半
世
紀
以
上
前
に
撮
ら
れ
た
写
真
と
同
じ
場
所
を
探

す
際
、
石
垣
を
参
考
に
し
た
。
当
時
の
百
合
ヶ
丘
団
地
に
は
、
上
か
ら
見
る
と
Ｙ
字
型
を
し
た
建
物
も
あ
っ
た
。
ほ
ぼ
正
方
形
の
居
室
棟

３
棟
が
Ｙ
の
字
型
に
結
合
し
て
い
る
も
の
で
、
ス
タ
ー
ハ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
同
じ
よ
う
な
建
築
が
並
ぶ
団
地
の
景
観
に
ア
ク
セ
ン

ト
を
与
え
る
意
味
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

2022

1966
カラー化写真

提供：川崎市市民ミュージアム
百合ヶ丘
団地

案内人は
この方

便利な生活と
豊かな自然の
共存する街！

弘法の松


